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3会社概要

2012年3月31日現在

社名 パナソニック電工ＳＵＮＸ株式会社

 
（証券コード

 
6860）

設立 1969年10月

資本金 31億5,511万円（東証１部、名証１部上場）

発行済株式数 56,457千株

社員数 1,322名（連結）

所在地 本社

 
・工場（愛知県春日井市牛山町2431-1）

連結子会社 パナソニック電工ＳＵＮＸ竜野株式会社（兵庫県たつの市）

 

＜1970年設立＞

 パナソニック電工ＳＵＮＸ九州株式会社（鹿児島県南さつま市）＜1983年設立＞

 パナソニック電工ＳＵＮＸ蘇州有限公司（中国蘇州市）

 

＜2002年設立＞

主な株主 パナソニック株式会社（69.7％）、金融機関（6.3％）、外国人（2.2％）

沿革 1986年

 
4月：名古屋証券取引所市場第２部に上場

1987年10月：松下電工（現パナソニック）㈱との業務提携

2001年

 
3月：東京証券取引所市場第２部に上場

2004年

 
9月：東京･名古屋証券取引所市場第１部に上場

2010年10月：商号及びブランド変更

 パナソニック電工（現パナソニック）㈱ＦＡ機器事業承継



4企業理念

「企業理念」

パナソニック電工ＳＵＮＸは

センシングとコントロールを核に

夢をかなえる技術とサービスで

お客様とともに

ゆたかな未来をめざします



5目指す姿

パナソニック電工ＳＵＮＸは、産業から社会生活まで

 センシングとコントロール技術で

 「環境・安全・快適」ソリューションをグローバルに提供します

ＦＡ：Ｆａｃｔｏｒｙ

 

Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ
ＳＡ：Ｓｏｃｉｅｔｙ

 

Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ
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22％

23％

55％

事業内容

ＦＡ用センサ

ＰＬＣ

 

（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾛｼﾞｯｸｺﾝﾄﾛｰﾗ）

プログラマブル表示器

レーザマーカ

画像処理機

紫外線硬化装置

センシングコントロール

プロセッシング機器

省エネ支援機器

カスタム商品

カスタム部品

Ｅｃｏ・カスタム

海外

 32% 販売構成
11年度売上高

 
393億円

セーフティライトカーテン 超薄型ビームセンサ

ファイバセンサ

プログラマブル表示器

エコパワーメータ

★

★

★

★

★

★

★

★2010年10月1日事業承継商品レーザマーカ

 

画像処理機

 

紫外線硬化装置

ＰＬＣ

レーザ変位センサ

国内

 68%

LCD表示ﾕﾆｯﾄ 薄肉成形品



7事業内容

ＦＡトータルソリューション
センシングとレーザテクノロジー、コントロール・画像処理技術で工場の自動化をトータルでサポートします



8事業内容

立体駐車場での車輌の停車位置確認 洗車機での車輌外形確認

鉄道関連：ホームドア

鉄道関連：自動改札機

 

人体通過検出

電力監視に 遠隔監視に 温度管理に

エコパワーメータ 無線センサ 温度調節器

省エネ支援機器：電力監視「見える化」の提案

ＳＡ：Ｓｏｃｉｅｔｙ

 
Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ

社会インフラの自動化（鉄道関連、自動車関連）



9国内生産・販売拠点

パナソニック電工ＳＵＮＸ九州

 
（鹿児島県南さつま市）

販売拠点

 

パナソニック

 

デバイス販売㈱

 
東部12拠点

 
中部

 

6拠点

 
西部

 

8拠点

本社（愛知県春日井市）

生産拠点：本社・竜野・九州

2012年4月1日現在

パナソニック電工ＳＵＮＸ竜野

 
（兵庫県たつの市）

センサ、レーザマーカ、ＰＬＣ

 
画像処理機の研究開発の中枢

ＦＡコンポーネント、

 
Ｅｃｏ・カスタム商品の開発、製造

センサの開発、製造

パナソニックグループのリソースをフル活用



10海外生産・販売拠点

◆欧州

 
販売拠点（15拠点） ◆東アジア

 
販売拠点（15拠点）

◆アジア-パシフィック

 
中東・トルコ

 販売拠点（8拠点）

パナソニック電工ＳＵＮＸ蘇州

◆米州

 
販売拠点（6拠点）

2012年4月1日現在

ｾﾝｻ、PLC、ﾚｰｻﾞﾏｰｶの製造

 中国現地仕様商品の開発

生産拠点：蘇州

販売拠点：パナソニック

 

デバイス社海外販売会社

パナソニックグループのリソースをフル活用



11営業体系図
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海外代理店

2012年4月1日現在

パナソニック

 
デバイス社

海外販売会社

 
44拠点

パナソニック

 
デバイス販売㈱

国内26拠点
国内

※パナソニック

 

デバイス販売株式会社は、

 パナソニックとパナソニック電工のデバイスの

 販売会社が合併し、パナソニックグループの

 ネットワークを 大限に発揮し、お客様へ

 パナソニックのデバイスをトータルソリューションで

 お届けすることをミッションとして新たに誕生。
（設立：2012年4月1日）



12目次

２．２０１１年度決算ご報告（連結）



13２０１１年度業績（対公表）

－経営成績

 
－ ２０１１年度

 通期実績
公表値 対公表差 対公表比

売上高 39,333 42,000 ▲2,667 94％

営業利益 3,179 3,500 ▲321 91％

経常利益 3,178 3,560 ▲382 89％

当期利益 1,590 2,110 ▲520 75％

単位：百万円

・2011年度は事業環境が大きく変化する中、

 下期に入り、国内外ともに売上が減速し、売上、利益ともに公表値未達

 ・営業利益は、対公表27億円の売上未達に対し、合理化、経費削減を実施し、

 31億円（対公表▲3億円）を確保

 ・当期利益は、法人税率引下げに伴う繰延税金資産の取崩し等により

 15億円（対公表▲5億円）の実績



14２０１１年度経営成績・財政状態（対前年）

ー経営成績ー 2011年度 2010年度 前年比

売上高 39,333 30,366 130％

営業利益

利益率

3,179

8.1％

2,325

7.7％

137％

＋0.4pt

経常利益

利益率

3,178

8.1％

2,274

7.5％

140％

＋0.6pt

当期純利益

ＥＰＳ（円）

1,590

28.26

1,216        

27.15

131％

+1.11

ー財政状態ー 2012年3月末 2011年3月末 対前期末

総資産 34,637 33,096 105％

純資産 26,518 25,404 104％

自己資本比率 76.2％ 76.2％ ±0.0ｐｔ

ＢＰＳ（円） 468.7 448.4 ＋20.3

ＦＣＦ ＋2,740 ＋924 ＋1,816

単位：百万円

2010年10月の事業承継により売上、利益ともに増加



15２０１２年３月末貸借対照表（対前期末）

【資産の部】 12年3月末 11年3月末 増減

流動資産 23,561 21,500 +2,061

現金預金 11,129 1,263 +9,866

受取手形

 及び売掛金
5,586 6,509 ▲923

たな卸資産 4,595 4,126 +469

預け金 653 8,310 ▲7,657

その他 1,598 1,291 +307

固定資産 11,075 11,596 ▲521

有形固定資産 9,740 9,270 +470

無形固定資産 377 542 ▲165

投資有価証券 135 712 ▲577

その他 823 1,071 ▲248

資産合計 34,637 33,096 +1,541

【負債の部】 12年3月末 11年3月末 増減

流動・固定負債 8,118 7,692 +426

買掛金 2,528 2,391 +137

未払金 1,256 1,062 +194

未払法人税等 442 342 +100

その他流動負債 1,532 1,367 +165

退職給付引当金 2,225 2,420 ▲195

その他固定負債 134 108 +26

【純資産の部】

株 主 資 本 26,445 25,362 +1,083

評価換算差額等 ▲63 ▲127 +64

少数株主持分 137 169 ▲32

純資産合計 26,518 25,404 +1,115

負債,純資産合計 34,637 33,096 +1,541

※1：パナソニック電工ファイナンス預け金全額解約

 

※2：竜野および蘇州第２工場への投資

 
※3：パナソニック電工制御（株）株式売却

 

※4：退職給付制度変更

※1

※2

※3

単位：百万円

※1

※4



16２０１１年度損益計算書（対前年）

2011年度 2010年度 対前年差

金 額 対売上高比 金 額 対売上高比 金 額

売 上 高 39,333 100.0 30,366 100.0 +8,967

売 上 原 価 28,498 72.5 21,134 69.6 +7,364

売上総利益 10,834 27.5 9,231 30.4 +1,603

販 管 ・ 一 般 管 理 費 7,655 19.4 6,905 22.7 ＋750

営業利益 3,179 8.1 2,325 7.7 ＋854

営 業 外 収 益 106 0.2 115 0.3 ▲9

営 業 外 費 用 108 0.2 166 0.5 △58

経常利益 3,178 8.1 2,274 7.5 ＋904

特 別 利 益 223 0.6 54 0.2 ＋169

特 別 損 失 419 1.1 350 1.2 ＋69

税引き前当期利益 2,981 7.6 1,979 6.5 ＋1,002

法 人 税 等 1,391 3.6 762 2.5 ＋629

当期純利益 1,590 4.0 1,216 4.0 ＋374

単位：百万円

※1：2010年10月より会計制度変更に伴い研究開発費は一般管理費から売上原価へ
※2：パナソニック電工制御㈱株式売却（197百万円）

 
※3：社名ブランド変更費用（84百万円）、子会社（上海）整理損（178百万円）、退職給付制度変更に伴う費用（86百万円）
※4：法人税率引下げに伴う繰延税金資産の取崩し（120百万円）

※2

※3

※1

※4



17四半期損益計算書推移

11年度1Ｑ 11年度2Ｑ 11年度3Ｑ 11年度4Ｑ

金額 百分比 金額 百分比 金額 百分比 金額 百分比

売 上 高 10,622 100.0 10,708 100.0 8,803 100.0 9,200 100.0

売 上 原 価 7,585 71.4 7,902 73.8 6,502 73.9 6,508 70.7

売 上 総 利 益 3,036 28.6 2,805 26.2 2,300 26.1 2,693 29.3

販管・一般管理費 1,980 18.7 1,836 17.2 1,868 21.2 1,971 21.4

営 業 利 益 1,055 9.9 969 9.0 431 4.9 724 7.9

営 業 外 収 益 26 0.3 36 0.3 35 0.3 9 0.1

営 業 外 費 用 45 0.4 110 1.0 7 0.0 △54 -0.５

経 常 利 益 1,036 9.8 895 8.3 460 5.2 787 8.5

特 別 利 益 2 0.0 199 1.9 11 0.1 11 0.1

特 別 損 失 14 0.1 97 0.9 281 3.2 27 0.3

税引前四半期利益 1,024 9.7 996 9.3 191 2.1 770 8.3

法 人 税 等 422 3.9 500 4.7 192 2.2 277 3.0

四 半 期 純 利 益 602 5.7 496 4.6 ▲1 ▲0.0 493 5.3

単位：百万円

※1：パナソニック電工制御㈱株式売却（197百万円）

 
※2：子会社（上海）整理損（178百万円）、退職給付制度変更に伴う費用（86百万円）

 
※3：法人税率引下げに伴う繰延税金資産の取崩し（120百万円）

※3

※2

※1

※3



18２０１１年度営業利益分析（対前年・対公表）

▲1.3
＋4.1

▲13.7
+3.6

+4.9

実績
31.8

前年
23.3

＋7.7

：利益の増加

 

：利益の減少

0

対公表27億円の売上未達となったが、合理化、経費削減を実施し

 営業利益は31億円を確保

合
理
化

売
上
未
達

震
災
影
響

 

素
材
高
騰

為
替
影
響

事
業
承
継
に
よ
る
利
益
増

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｘ
利
益
増

経
費
減

対前年：＋8.5 対公表：▲3.2

公表値

 35.0

単位：億円



19事業別売上高推移

118 99

184 216
51

38

72
91

47

86

32%

28%

31%

22%

2008 2009 2010 2011

169
137

304

国内外とも不透明な環境下、2010年10月の事業承継により

 各セグメントとも売上高は拡大

393

海外比率

単位：億円

ｾﾝｼﾝｸﾞ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ
117％

ﾌﾟﾛｾｯｼ
ﾝｸﾞ機器
126％

Ｅｃｏ
ｶｽﾀﾑ
183%

前年比

 130%



20事業別四半期売上高推移

40 37
27

15 17 21 26 34
49

61 62
47 47

17 19

9

7 6
10

10
12

13 16

20 23

23 22

21 24

23 24

22 23

20 21

3843
54

27%
29%29%

32%
27%

24%

30%
29%

25%

22%

22%

27%

15%

34% 35% 35%

08/1Q 2Q 3Q 4Q 09/1Q 2Q 3Q 4Q 10/1Q 2Q 3Q 4Q 11/1Q 2Q 3Q 4Q

ｾﾝｼﾝｸﾞ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ
機器

57 55

36

22 23
31

36

46
5356

96

Ecoｶｽﾀﾑ

ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ：3Ｑ以降、ＩＴ関連（半導体、自動組立機械）と中国が減速

 ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器

 
：自動車関連向けに新商品LP-S

 
が貢献

 Ｅｃｏ・ｶｽﾀﾑ

 
：3Ｑを底に回復基調

97

海外比率

106107

88 92

単位：億円

※金属専用

 
FAYbﾚｰｻﾞﾏｰｶLP-S

※



21海外地域別売上高推移

8 6 11 13
9 7

10
157 10

40

67

16

30

33

14

2008 2009 2010 2011

2010年10月の事業承継により売上高が拡大

アジア向けはＩＴ関連の需要減速により減販

アジア
93%

欧州
154%

米州
115%

中国
169%

94

38 39

125

単位：億円

前年比

 134%
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海外地域別四半期売上高推移

アジア

欧州

米州

中国

単位：億円

11/3Ｑに入り欧州の金融不安、中国金融引締め策や

アジアのＩＴ関連需要の減速により売上が減少
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３．２０１２年度経営計画（連結）



24外部環境認識

2011 2012 2013

世界 3.8% 3.5% 4.1%

日本 ▲0.9% 2.0% 1.7%

中国 9.2% 8.2% 8.8%

インド 7.4% 6.9% 7.3%

ブラジル 2.9% 3.0% 4.1%

世界経済の見通し

 
GDP成長率（IMF）

半導体・FPD製造装置需要予測

（出所）

 

SEAJ

 

需要予測

 

（2012.1）より当社作成

販売高
（百億円）38

50

38
32

20

30

134
112116124

65
80

185

29

'07CY '08 '09 '10 '11 '12 '13

223

130
94

163 148
132 FPD

半導体

164

12年：

 

マイナス成長

中国は勢いは鈍化するも高い成長率

自動車世界生産台数予測

（出所）CSM（2011.7）より当社作成（出所）ＧＤＰ

 

ＩＭＦ2012.4発表より当社作成

15 14 11 13 12 14 14 14

8 11
15 16 19 20 23 245 5 5
7 8

9 10 11 12
15 13 9

12 13
14 15 16 16

22 21
16

19 20
20 21

22 23

4
4

4

4
4

5
5

5
6

13

7

84 88 92 97

7572

57
6569

’07CY

 

’08

 

’09

 

’10

 

’11

 

’12

 

’13

 

’14

 

‘15

中国・アジアが高成長

 

12年度は日本も成長

その他

欧州

北米

アジア

中国・台湾

日本・韓国

生産台数
（百万台）

【2012年度環境見通し】

・中国は勢いは鈍化するも高い成長率

・半導体・液晶関連は減速

・自動車関連は中国･アジアが高成長



25中期成長戦略

新

 事

 業

既

 存

 事

 業

国内 海外

基盤ＦＡ
（強靭化）

エコ・快適・安全

技術シナジー/商品拡大

ＦＡ

中国展開→新興国へ

Ｅｃｏ ＳＡ

中国・アジア展開

＋

成長戦略概要図

グローバルで戦う

市場を広げる

Ｅｃｏ・ＳＡ分野の拡大とグローバル化により、事業成長を図る



26中期経営目標

137

304

600

23-7

2009 2015年度目標

２０１５年度

 海外販売比率

 
：５０％

 中国販売比率

 
：２５％

2010

売上高

営業利益

営業利益率

 １５％以上

2011

393

２０１５年度売上高６００億円
 

営業利益率１５％以上

中期目標

32

単位：億円



27２０１２年度経営方針

新たなＤＮＡの創造

１．グローバル成長戦略の加速

２．さらなる企業体質の改革

３．新規ビジネスへの挑戦



28１．グローバル成長戦略の加速

新興国での販売拡大

中国：地産地消の拡大加速
 企画開発・調達・生産・販売・サービスの現地化加速

インド・ブラジル市場攻略スタート

・中国向け商品の投入

・パナソニックグループのリソースを活用

 ・新興国向け商品の投入

中国仕様

 
立体駐車場向け

 
ビームセンサ

 
CX413

シリンダ型

 
光電センサ

 
CY-100

シリンダ型

 
近接センサ

 
GX-M

・生産能力拡大（第２工場）

 ・ＣＳセンタ設置

 ・ショールーム新設

PEWSUNX蘇州



29１．グローバル成長戦略の加速

Ｅｃｏ・ＳＡ分野での事業拡大

Ｅｃｏ事業の拡大
・国内：中部、東部ユーザの積極開拓

 竜野に加え、本社（春日井）エコ見える化拠点スタート

【春日井：ショールームリニューアル】

竜野

＜西部＞

＜中部・東部＞

春日井

海外を含めたＳＡ（社会インフラ分野）への拡大

エスカレータ人体検出 自動改札機

 

人体通過検出 立体駐車場での車位置確認

http://panasonic.co.jp/eco/ecoideas/


30１．グローバル成長戦略の加速

新商品で伸ばす

中国開発商品 Ｅｃｏ関連

地下鉄改札用

 
小型シリンダ光電

 
CZ110

電力の見える化

 
エコパワーメータ

 
SDカード対応

 

KW2Ｇ-Ｈ

高速ブラックマーキング

 
ＦＡＹｂレーザマーカ

 
LP-S500W

『エアレス（無風）除電』

 
『微風除電』、『高速除電』

 
エリアイオナイザER-X

CO2レーザマーカ

 
ＬＰ800

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ

屋外対応

 
プログラマブル表示器

 
GT32-E 

印刷用ﾗｲﾝ型

 
LED-UV照射装置

 
UD90

エア使用量の見える化

 
エア流量モニタ

 
EWA1

２０１２年度新商品発売と２０１１年度新商品の刈り取り

http://panasonic.co.jp/eco/ecoideas/


31２．さらなる企業体質の改革

経営体質の強化

・ＣＲ・ＣＢ活動のさらなる加速による損益分岐点引き下げ

・グローバル化に合わせ、業務見直し・仕事ダイエットを実行

ＣＲ（コストリダクション）：原価低減

 ＣＢ（コストバスターズ）

 

：固定費削減

高収益企業体質への転換

グローバル人材育成の強化
・グローバル企業へ転換するための新人事制度への転換

 キャリアチャレンジ活躍制度

 ・社内人材公募制度の導入

 ・新階層別研修（社内MBAｺｰｽ、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修ｅｔｃ）

 ・経営社員登用：「ｷｬﾘｱ開発異動」、「TOEIC一定基準」の要件化

社員の成長＝会社の成長

※キャリア開発異動：海外出向、国内出向、事業部・営業間異動、職能をまたぐ異動



32３．新規ビジネスへの挑戦

新規事業で伸ばす

2015年度以降の当社を支える新事業の構築

・商品（単品・コンポ）販売から、加工技術、応用技術を加え、

 事業部の枠を超えたソリューション提案販売のビジネスモデルを確立

・市場ニーズマーケティング、技術開発（含むビジネスモデル）を行うため、

 Ｒ＆Ｄセンタに「新事業・技術企画グループ」を設置（12年4月）

・当社グループならびにパナソニックグループが保有する技術の

 導入・応用を行い、新規事業創出を加速



33２０１２年度業績見通し

2011年度

 通期実績
2012年度

 通期見通し
前年比

売上高 39,333 42,000 107%

ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ 21,628 23,140 107%

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器 9,112 9,860 108%

Eco・ｶｽﾀﾑ 8,602 9,000 105%

国内 26,818 27,260 102%

海外 12,515 14,740 117%

海外比率 31.8% 35.0% ＋3.2pt

営業利益 3,179 3,500 110%

営業利益率 8.1% 8.3％ +0.2pt

経常利益 3,178 3,400 107%

当期利益 1,590 2,200 138%

単位：百万円



35目次

４．配当予想



36２０１２年度配当予想

26%

35%

26%

0

6

12

18

08年度 09年度 10年度 11年度予定 12年度予想

配当の基本方針；

株主重視経営に向けて、中期成長戦略の実行と併せ、業績に応じたより積極的な株主還元を

実施する方針です。具体的には、年間1株当たり６円を基本とするとともに、資金状況、財務状況

及び配当性向等を総合的に勘案し、可能な限り連結業績に応じた利益配分を基本としております。

９

※04～06年度は株式分割後換算ﾍﾞｰｽ

 

株式分割1:2（06年10月）

 

配当性向：08～09年度は赤字決算のため掲載不可

６
７

記念配当

１０

2012年度につきましては、基本配当６円＋業績配当４円＝年間１０円

（中間５円＋期末５円）を予定しております。

単位：円

基本配当

配当性向

業績配当

１０



37目次

５．商号変更について



38商号の変更に関するお知らせ

現在の商号 新商号

パナソニック電工ＳＵＮＸ株式会社 パナソニック

 
デバイスＳＵＮＸ株式会社

パナソニック電工ＳＵＮＸ竜野株式会社 パナソニック

 
デバイスＳＵＮＸ竜野株式会社

パナソニック電工ＳＵＮＸ九州株式会社 パナソニック

 
デバイスＳＵＮＸ九州株式会社

パナソニック電工ＳＵＮＸ蘇州有限公司 パナソニック

 
デバイスＳＵＮＸ蘇州有限公司

当社は、パナソニック株式会社の事業再編に伴い、2012年6月中旬開催予定の
定時株主総会において定款変更が承認されることを条件として、２０１２年７月１日付にて、
当社及び当社子会社の商号変更を行うことを決定いたしました。

2012年1月1日付でパナソニック電工株式会社がパナソニック株式会社の吸収合併に
より消滅会社となるとともに、パナソニック株式会社が当社の親会社となり、当社が９ドメイン
の一つ「デバイス社」に属することとなりました。

当社はパナソニックグループにおけるエレクトロニクスＮｏ.１の『環境革新企業』の実現に
向けて一翼を担う一企業として、事業の一体化の推進と共に企業価値向上並びに市場での
認知度向上を目的に2012年7月1日付で当社及び当社子会社の商号を変更する予定です。

２０１１年１２月２２日プレスリリースより（抜粋）



39将来見通しに関する注意事項

本資料において記載されている業績見通し及び将来情報

もしくは経営計画などは、現在入手可能な情報と、当社が

現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績や成果は見通しと大きく異なる可能性があります。

お問合せ先

パナソニック電工ＳＵＮＸ株式会社

 

経営管理部

℡（0568）33-7211

 

（代表）
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